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仕様書３ページ
３.実施内容(３)個別伴走支
援について

伴走支援事業者のうち最低3者は「DX推進」を重点課題と
することが要件（予算1,900万円以内）ですが 、このDXは
「社内業務のデジタル化・効率化」レベルから「生成AIを用
いた新規ビジネス創出」まで幅広いと存じます。県として優
先的に支援したいDXの方向性やレベル感はございますで
しょうか。

「仕様書１.目的」及び「仕様書２.県内事業者に支援を通じて求め
ること」を支援の前提に据えた上で「仕様書３.実施内容（３）個別
伴走支援 ア伴走支援事業者の現状分析及び最重要課題（セン
ターピン）」及び「仕様書３実施内容（３）個別伴走支援　イ　支援
方針検討会議の開催」を踏まえた上で事業者の状況に応じてDX
推進に関連する支援を行うことを想定しており、DXの方向性やレ
ベル感をあらかじめ想定するものではありません。

仕様書８ページ
４.運営・実体制について(３)
支援対象事業者の公募・選
定について

支援先事業者の選定において「経済的・社会的インパクト」
を勘案するとありますが 、雇用の創出、地元企業への発注
増、特定産業の牽引など、県として特に重視したい評価指
標（KPI）のイメージはございますでしょうか。

雇用の創出や域内企業への発注の増加、経済合理性の中で期
待する地域発展への投資などが経済的インパクト・社会的インパ
クトとして想定されますが、現時点で特に重視したい評価指標
（KPI）は定めていません。

仕様書４ページ
３.実施内容(３)個社伴走支
援についてイ 支援方針検
討協議会の開催

支援方針検討会議等で金融機関の同席を認める旨の記載
がございますが 、県内の主要な金融機関（紀陽銀行様等）
に対しては、県から本事業への協力依頼やアナウンスを事
前に行っていただける想定でよろしいでしょうか。

「仕様書３実施内容（３）個別伴走支援 イ支援方針検討会議の開
催」に示す支援方針検討会議への同席を含めた県内金融機関と
の連携体制の構築について、連携の可否など大枠の交渉につ
いては和歌山県が行います。
一方で支援方針検討会議における同席・参画などを含めた詳細
な設計については、都度和歌山県が受託事業者と協議の上、決
定します。

仕様書５ページ
３.実施内容(４)全体勉強会
の開催についてイ 支援時
期・開催回数

全体勉強会の時期が「令和8年9月から」とあり 、巻末のフ
ローチャート（凡例図）でも「令和8年9月から」に訂正されて
おりますが 、伴走支援企業の決定（基礎WS後、8月中旬〜
下旬）の直後から直ちに開催するというスケジュール感で
相違ないでしょうか。

「仕様書３実施内容(４)全体勉強会の開催についてイ支援時期・
開催回数」に関して、全体勉強会については、基礎WS終了直後
からの開催を必須とするものではなく、基礎WSを経た上で、各事
業者の状況や進捗なども踏まえ、９月から翌年３月の間で適切
なタイミング（９月開催の可能性もあり得る）において４回の開催
を求めるものです。
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